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義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

―
―
九

(
1
)

（

2
)
 

儒
教
と
は
何
か
、
儒
教
文
化
を
ど
の
様
に
規
定
し
た
ら
よ
い
の
か
、
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
に
当
っ
て
様
々
な
論
究
が
試
み
ら
れ
て
来

た
が
、
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
儒
教
が
ど
の
様
な
あ
り
方
を
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
、
孔
子
廟
及
び
そ
れ
に
伴
う
儒
教
の
あ
り
方
、
と
り
わ
け
孔
子
廟
の
持
つ
意
味
及
び
釈
莫
、
儒
教
教
育
の
持
つ
意
義
を
解
明
す

る
こ
と
が
重
要
事
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
つ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
3
)

（

4
)
 

そ
う
し
た
意
味
で
一
九
九
五
年
五
月
に
北
京
で
中
国
孔
廟
保
護
協
会
が
結
成
さ
れ
、
二

0
0
四
年
に
そ
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
の
は
意

し
か
し
、
本
稿
で
論
述
す
る
北
京
孔
子
廟
（
以
下
、
北
京
孔
廟
と
表
記
）
は
、
占
地
面
積
約
ニ
ニ

0
0
0平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
占

(
5
)
 

め
、
曲
阜
孔
子
廟
と
並
ん
で
中
国
二
大
孔
子
廟
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
論
述
さ
れ
て
い
な
い
。
我
国
に
於
て
も
中
野
江
漢
氏
が
考
察
し

序
l

孔
子
廟
研
究
に
於
け
る
意
味
づ
け
l

北
京
孔
子
廟
に
つ
い
て

小

林

和

彦



(11) 

孔
子
廟
と
学
校
（
国
子
監
、
書
院
等
）
は
唐
の
咸
亨
元
年
（
六
七

0
)
以
降
合
せ
て
一
っ
と
す
る
様
に
な
り
、
そ
の
形
式
は
個
別
的
な

状
況
も
存
在
す
る
が
、
次
の
三
種
類
の
変
形
と
考
え
ら
れ
る
。

次
の
図
は
清
代
の
北
京
孔
廟
の
構
成
図
で
あ
る
。

限
り
、
そ
の
構
成
を
通
し
て
概
説
を
試
み
た
い
、
と
思
う
。

北
京
孔
廟
の
構
成

っ
た
も
の

即
ち
①
孔
子
家
の
家
廟

③
官
学
と
し
て
地
方
の
儒
教
教
育
を
担

北
京
孔
廟
の
持
つ
意
義
を
論
じ
る
に
当
っ
て
、

(
6
)
 

て
い
る
が
、
孔
子
廟
研
究
に
於
け
る
意
味
づ
け
は
さ
れ
て
い
な
い
様
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
は
、
か
つ
て
篤
志
家
に
よ
っ
て
旅
行
記
等
で

(
7
)
 

簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
考
察
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

一
般
的
に
孔
子
廟
の
持
つ
性
格
を
考
え
る
と
、
凡
そ
次
の
四
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。

②
家
廟
の
要
素
を
残
し
な
が
ら
も
、
国
家
的
な
性
格
が
強
い
も
の

(
8
)
 

也
馬
志
家
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
有
志
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
論
述
に
当
っ
て
、
主
と
し
て
曲
阜
孔
子
廟

を
視
野
に
入
れ
て
そ
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
、
と
思
う
。

筆
者
は
一
九
九

0
年
（
平
成
二
年
）
は
じ
め
て
北
京
孔
廟
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
二

0
0二
年
と
二

0
0六
年
の
二
回
に
亘
っ
て
調
査
を

行
っ
た
。
但
し
、
二

0
0六
年
は
工
業
中
で
あ
っ
た
の
で
、
大
成
殿
を
含
め
て
十
分
な
調
査
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
二

0
0二
年

(
9
)
 

は
一
定
調
査
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
諸
文
献
、
特
に
先
述
の
一
九

0
0年
代
前
半
に
北
京
孔
廟
を
訪
れ
た
先
学
の
記
録
、
中
野
江
漢
氏

(10) 

の
考
察
、
ま
た
孫
承
澤
『
春
明
夢
餘
録
』
、
朱
舜
尊
『
欽
定
日
下
旧
聞
考
』
等
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
文
献
に
よ
り
な
が
ら
、
可
能
な

北
京
孔
廟
は
北
京
市
東
城
区
安
定
門
内
の
成
賢
街
に
南
面
し
て
建
て
ら
れ
、
国
子
監
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
。 ―二

O



清北京国子監孔廟図《欽定大清会典図》
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東

賑

南京工学院建築系・曲阜文物管理委員会合著『曲阜孔廟建築』

（中国建築工業出版社 1987年）より

但し，筆者にて一部加筆・削除



即
ち
り
前
に
孔
子
廟
、
後
に
学
校

(13) 

で
あ
る
。
（
尚
、
創
建
時
は
崇
聖
祠
、
南
学
は
未
建
、
経
緯
に
つ
い
て
は
後
述
）

北
京
孔
廟
の
創
建
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
孔
廟
内
の
「
乾
隆
帝
御
製
重
修
文
廟
記
」
等
に
よ
る
元
の
太
祖
の
創
立
に
か
か
わ
る
説
、
元

(14) 

の
太
宗
創
設
説
、
『
元
史
』
世
祖
本
紀
等
に
よ
る
元
の
世
祖
創
設
説
の
三
説
が
あ
る
が
、
筆
者
は
成
宗
大
徳
六
年
(
-
三

0
二
）
に
正

(15) 

式
に
決
定
さ
れ
大
徳
一

0
年
に
竣
工
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

(16) 

現
在
の
場
所
に
あ
る
北
京
孔
廟
は
元
末
の
荒
廃
の
た
め
明
の
永
楽
元
年
(
-
四

01
―
-
）
に
遷
さ
れ
た
も
の
が
基
に
な
っ
て
お
り
、
明
の

(17) 

洪
武
―
四
年
国
学
文
廟
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
の
永
楽
九
年
(
-
四
―
一
）
の
大
成
殿
の
修
繕
、
宣
徳
四
年

（
一
四
二
九
）
の
大
成
殿
及
び
両
蕪
の
修
整
、
嘉
靖
九
年
(
-
五
三

0
)

光
緒
三
二
年
(
-
九
〇
六
）

の
啓
聖
祠
の
新
建
、
清
の
乾
隆
二
三
年
(
-
七
五
八
）
の
重
修
、

の
大
成
殿
の
修
繕
、
そ
し
て
中
華
民
国
五
年
(
-
九
一
六
）
（
以
下
、
民
国
と
表
記
）
ま
で
に
増
建
、
改
築

(18) 

三
院
落
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
大
別
す
る
と
先
師
門
か
ら
大
成
殿
ま
で
が
所
謂
前
院
（
第
一
院
落
）
と
も
い
う
べ
き
場
所
で
あ
る
。

次
に
大
成
門
か
ら
、
東
、
西
両
蕪
が
存
在
す
る
区
域
が
本
院
（
第
二
院
落
）
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
大
成
殿
の
奥
の
崇
聖
門
、

(19) 

崇
聖
祠
が
後
院
（
第
三
院
落
）
に
あ
た
る
部
分
で
、
三
院
落
よ
り
成
っ
て
い
る
。

以
下
、
前
院
、
本
院
、
後
院
の
順
に
記
述
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

前
院
の
前
の
通
り
は
国
子
監
、
ま
た
は
成
賢
街
と
呼
ば
れ
、
東
端
に
成
賢
街
と
書
か
れ
た
牌
坊
が
建
っ
て
い
る
。
西
側
に
向
か
う
と
先

に
漢
語
以
外
に
蒙
古
、

ウ
イ
グ
ル
、

師
門
に
至
る
が
、
途
中
に
「
官
員
等
此
に
至
り
て
は
下
馬
せ
よ
」
と
書
か
れ
た
清
代
に
建
立
さ
れ
た
下
馬
碑
が
あ
る
。
碑
文
は
そ
の
両
面

(20) 

チ
ベ
ッ
ト
の
各
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
先
は
聖
域
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

ト
ド
、 回

左
に
孔
子
廟
、
右
に
学
校

り
右
に
孔
子
廟
、
左
に
学
校

―ニニ

(12) 

で
あ
り
、
北
京
孔
廟
は
回
の
形
式



先
へ
進
む
と
先
師
門
に
至
る
。
皇
帝
が
先
ず
露
星
を
祭
る
た
め
の
孔
子
廟
の
第
一
門
を
橿
星
門
と
称
し
、
北
京
孔
廟
で
俗
称
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
も
の
は
乾
隆
三
三
年
(
-
七
六
八
）

の
重
修
後
、
先
師
門
と
命
名
さ
れ
た
。
先
師
門
と
称
し
た
の
は
、
清
の
順
治
―
四
年

（
一
六
五
七
）
に
孔
子
に
至
聖
先
師
と
改
追
贈
し
た
の
に
よ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

先
師
門
か
ら
大
成
門
に
至
る
空
間
が
前
院
に
あ
た
る
部
分
で
、
皇
帝
来
廟
時
、
儀
式
の
準
備
を
し
た
場
所
に
あ
た
る
。
そ
し
て
向
か
っ

て
左
側
の
神
庫
、
及
び
右
側
の
神
厨
は
そ
の
際
に
祭
器
の
管
理
、
及
び
調
理
を
行
っ
た
場
所
で
あ
る
。

そ
の
前
に
二
つ
の
碑
亭
が
あ
る
が
、
先
師
門
よ
り
東
側
の
内
側
に
近
い
方
か
ら
乾
隆
一
二
四
年
（
一
七
六
九
）
、
そ
の
後
方
の
も
の
は
道

(21) 

光
九
年
（
一
八
二
九
）
建
立
で
あ
る
。
反
対
側
の
碑
亭
は
明
の
英
宗
時
代
(
-
四
三
五

S
四
九
）
建
立
で
あ
る
。
ま
た
前
院
に
は
四
ヵ
所

に
分
か
れ
て
元
か
ら
清
ま
で
の
進
士
題
名
碑
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

先
師
門
の
先
が
大
成
門
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
孟
子
』
万
章
下
篇
の
「
孔
子
之
を
集
め
て
大
成
す
と
謂
う
」
に
よ
っ
て
、
孔
子
の
徳
を
称

え
た
も
の
で
、
門
の
前
と
後
ろ
に
三
つ
の
階
段
が
あ
る
。
中
央
は
蛸
階
で
、
両
側
は
一
三
階
の
階
段
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
左
右
に
五
個
ず
つ
の
石
鼓
が
あ
る
。
石
鼓
と
は
一
般
的
に
は
周
の
宣
王
の
時
代
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
描
文
と

よ
く
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
考
え
ら
れ
て
い
る
。
諸
説
あ
る
が
、
東
周
時
代
の
秦
の
刻
石
で
、
韓
愈
が
「
辞
は
厳
に
義
は
密
に
し

(22) 

て
、
読
め
ど
も
暁
り
難
し
」
と
述
べ
て
い
る
様
に
、
そ
の
文
章
は
か
な
り
難
解
で
あ
る
。

こ
の
石
鼓
は
唐
初
、
陳
倉
（
映
西
省
鳳
翔
県
）
の
田
野
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
宋
の
大
観
年
間
(
―

1
0七
S
1
0
)
に

沖
京
の
大
学
に
置
か
れ
た
。
そ
の
後
宮
中
の
保
和
殿
に
置
か
れ
、
元
の
皇
慶
二
年
(
-
三
―
―
―
-
）
に
北
京
孔
廟
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ

(23) 
る
。
現
在
は
国
の
一
級
文
物
と
し
て
北
京
の
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
北
京
孔
廟
内
の
も
の
は
乾
隆
年
間
の
模
造
品
で
あ
る
。

(24) 

そ
し
て
西
側
の
石
鼓
の
前
に
は
張
照
の
筆
に
な
る
韓
愈
の
石
鼓
の
歌
を
刻
し
た
「
石
鼓
歌
碑
」
が
立
っ
て
い
る
。

三



四
配
、

が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
皇
帝
の
権
威
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

碑
亭
建
立
の
目
的
は
王
朝
が
「
御
製
平
定
回
彊

三
五
）
各
二
亭
、
乾
隆
時
代
(
-
七
三
六

S
九
五
）

大
成
門
か
ら
月
台
（
露
台
）

こ
の
大
成
門
か
ら
大
成
殿
に
至
る
区
域
が
本
院
で
あ
る
。
そ
の
大
成
殿
の
前
に
は
一
九
九
三
年
に
建
立
さ
れ
た
楊
清
欽
の
寄
贈
に
な
る

孔
子
像
（
先
師
行
教
像
）
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
の
嘉
靖
九
年
(
-
五
一
―

10)
以
降
の
北
京
孔
廟
の
歴
史
的
経
過
か
ら
し
て
現
在
唯

一
の
孔
子
像
と
思
わ
れ
る
。

へ
向
か
っ
て
神
道
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
東
に
六
亭
、
西
に
五
亭
、
合
せ
て
十
一
の
碑
亭
が
あ
る
。
そ
の

内
、
碑
文
の
摩
滅
等
の
理
由
に
よ
り
、
建
立
が
判
明
し
て
い
る
の
は
康
熙
時
代
(
-
六
六
二

S
一
七
二
二
）
、
薙
正
時
代
（
一
七
ニ
―
―

-s

(25) 

一
亭
で
、
そ
の
他
は
不
明
で
あ
る
。

捨
逆
裔
告
成
太
学
碑
」
の
様
に
全
土
掌
握
の
た
め
の
戦
功
を
示
す
た
め
や
、
「
大
成

至
聖
文
宣
王
加
封
勒
碑
」
の
様
に
、
孔
子
廟
の
修
理
と
皇
帝
が
「
辟
薙
」
で
孔
子
を
祭
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
。
特
に
「
御
製
平

定
両
金
川
告
成
碑
」
は
上
部
は
皇
帝
を
あ
ら
わ
す
龍
が
彫
刻
さ
れ
、
下
部
は
海
の
波
が
彫
刻
さ
れ
た
正
方
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
四
角
に
亀
‘
魚
、
蝦
（
え
び
）
、
蟹
が
配
さ
れ
、
天
円
地
方
を
象
徴
し
、
皇
帝
が
天
上
及
び
地
上
を
支
配
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
大
成
殿
の
東
前
方
に
は
元
の
大
徳
―
一
年
(
-
―
―

10七
）
孔
子
を
大
成
至
聖
文
宣
王
に
封
じ
た
こ
と
を
示
す
「
孔
子
加
号
碑
」

月
台
の
奥
が
大
成
殿
で
あ
る
。
現
在
の
も
の
は
明
の
永
楽
年
間
に
再
建
さ
れ
、
清
の
光
緒
三
二
年
(
-
九
〇
六
）
に
七
間
三
棟
か
ら
、

九
間
五
棟
に
増
築
さ
れ
、
そ
の
後
修
繕
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
頂
上
の
構
造
は
二
重
の
廂
を
持
ち
四
坂
五
棟
で
、
そ
の
上
に
黄
色
の
瑠
璃

(26) 

瓦
を
敷
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
央
に
「
至
聖
先
師
孔
子
神
位
」
と
書
か
れ
た
木
主
が
あ
る
。
詳
し
く
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
様
で
あ
る
。

―
二
哲
の
配
置
は
曲
阜
孔
子
廟
と
同
じ
で
あ
る
が
、
乾
隆
四
年
(
-
七
三
九
）
に
―
二
哲
が
完
成
し
て
い
る
の
で
、
創
立
時
は

有
若
と
朱
子
を
除
い
た
十
哲
で
あ
っ
た
。
現
在
の
配
置
は
清
代
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
曲
阜
孔
子
廟
と
同
一
で
あ
る
が
、
異
な
る
点
は
木

―
二
四
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し
か
し
、
清
時
代
に
は
も
ち
ろ
ん
、
少
な
く
と
も
民
国
初
期
ま
で
は
七
二
賢
を
は
じ
め
先
賢
、
先
儒
が
従
祀
さ
れ
て
い
た
。

て
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。

主
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

(27) 

木
主
に
替
え
た
の
は
明
の
世
宗
に
対
す
る
張
瑚
の
建
議
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
創
立
時
以
来
塑
像
が
配
置
さ
れ
て
い
た
、
と
考

え
ら
れ
る
。

漢
代
に
は
孔
子
図
像
を
描
く
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
が
、
孔
子
像
は
確
か
に
北
魏
の
時
代
に
は
存
在
し
、
東
魏
の
興
和
三
年
（
五
四
一
）

(28) 

に
李
挺
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
祭
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
程
頗
、
朱
子
は
孔
子
像
の
設
置
に
懐
疑
的
で
あ
り
、
そ
の
弟
子
の
陳
淳
も

(29) 

偶
像
拝
崇
自
体
に
反
対
で
あ
っ
た
。

に
於
て
孔
子
像
は
仏
教
の
影
響
で
あ
る
こ
と
、
孔
子
生
時
の
盛
徳
の
容
貌
を
表
現
す
る
こ
と

が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
名
分
上
か
ら
言
っ
て
も
過
っ
て
居
る
等
の
理
由
で
反
対
し
た
。
そ
し
て
明
の
世
宗
嘉
靖
九
年
(
-
五
三

0
)
に

張
態
の
議
に
従
っ
て
孔
子
廟
の
塑
像
を
撤
去
し
た
。
更
に
孔
子
の
門
人
の
顔
回
、
曾
参
、
孔
子
の
父
親
が
蕪
に
従
祀
さ
れ
て
い
る
の
は
不

敬
だ
と
し
て
崇
聖
祠
を
建
て
、
叔
梁
飽
以
下
、
顔
路
、
孔
鯛
等
を
従
祀
し
た
。
そ
し
て
「
至
聖
先
師
孔
子
神
位
」
と
題
し
た
神
位
牌
と
し

(30) 

て
の
木
主
を
用
い
た
。
し
か
し
、
曲
阜
孔
子
廟
は
家
廟
と
し
て
の
性
格
が
強
く
毀
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
主
な
孔
子
廟
か
ら
は
撤
去
さ
れ
、

基
本
的
に
は
そ
う
で
あ
っ
芦
砂
ヽ
一
部
の
孔
子
廟
で
は
置
か
れ
た
場
合
が
あ
り
、
徹
底
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
様
で
あ
和

6

も
う
―
つ
は
孔
子
の
木
主
の
左
右
に
分
け
て
七
二
の
塑
像
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(33) 

元
時
代
の
創
立
時
に
は
東
西
蕪
に
は
一

0
四
人
の
神
位
が
従
祀
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
許
衡
と
董
仲
舒
が
追
祀
さ
れ
た
。
七
二
賢
像

が
大
成
殿
内
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
北
京
孔
廟
が
一
九
八
一
年
以
来
、
首
都
博
物
館
と
し
て
蕪
が
北
京
歴
史
文
物
陳
列
展
の
会
場
と
し

明
の
邸
溶
は
『
大
学
術
義
補
』
巻
六
五

―
二
六



東
配
房
は
孔
子
と
特
に
深
い
関
係
が
あ
る
五
人
、

づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

―
二
七

一
九
五
六
年
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ

西
蕪
と
隣
接
し
て
東
隣
の
国
子
監
と
の
間
に
十
三
経
の
石
経
が
あ
る
。
こ
れ
は
清
の
薙
正
年
間
に
、
江
蘇
省
全
壇
の
貢
生
蒋
衡
が
西
安

で
「
開
成
石
経
」
が
多
く
の
人
に
よ
っ
て
む
や
み
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
遺
憾
に
思
っ
て
、
自
ら
の
手
で
経
典
を
写
そ
う
と
決
心
し
薙

正
四
年
(
-
七
二
六
）
か
ら
乾
隆
二
年
(
-
七
三
七
）
ま
で
―
二
年
か
け
て
彼
一
人
の
楷
書
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
字
体
は

雄
勁
な
も
の
で
あ
り
、
乾
隆
五
九
年
(
-
七
九
四
）
碑
に
刻
ま
れ
、
太
学
の
両
蕪
に
あ
っ
た
が
、

(36) 
た。

し
か
し
、
北
京
孔
廟
の
最
も
重
要
な
特
徴
は
、
至
順
二
年
（
一
三
三
一
）
に
角
楼
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
前
院
に
元
の
皇
慶
二
年

（
一
三
―
―
―
-
）
に
は
じ
め
て
建
立
さ
れ
、
以
後
冗
の
三
基
を
含
ん
で
明
の
七
七
基
、
清
の
光
緒
一
―

-0年
(
-
九

0
四
）
の
科
挙
ま
で
の
一

(37) 

一
八
基
に
一
六
二
四
名
の
進
士
名
が
記
さ
れ
た
進
士
題
名
碑
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
京
孔
廟
研
究
に
於
け
る
意
味
を
決
定

次
の
大
成
殿
の
奥
の
崇
聖
祠
を
中
心
と
す
る
地
域
が
後
院
（
第
三
院
落
）
で
あ
る
。
こ
の
院
の
特
徴
は
前
院
、
本
院
が
皇
帝
が
来
廟
す
る

際
に
使
用
す
る
公
的
な
要
素
が
強
い
の
に
対
し
て
、
皇
帝
が
立
ち
入
ら
な
い
区
域
で
、
孔
子
家
の
私
的
空
間
と
い
っ
た
色
彩
が
強
い
。

そ
の
中
心
は
崇
聖
祠
で
、
既
述
の
様
に
嘉
靖
九
年
に
建
立
さ
れ
、
叔
梁
乾
（
孔
子
の
父
）
を
は
じ
め
防
叔
（
伯
夏
の
父
）
、
木
金
父

（
孔
祈
父
の
父
）
、
祈
父
（
防
叔
の
父
）
、
伯
夏
（
叔
梁
乾
の
父
）
が
供
奉
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
孔
孟
皮
（
孔
子
の
兄
）
、
曽
貼
（
曽
子
の
父
）
、
孟
孫
激
（
孟
子
の
父
）
が
、

(38) 

ま
た
西
配
房
に
は
顔
無
絲
（
顔
回
の
父
）
、
孔
鯉
（
孔
子
の
子
供
）
が
供
奉
さ
れ
て
い
た
。

以
上
、
概
略
で
あ
る
が
、
北
京
孔
廟
の
構
成
の
記
述
と
し
た
い
、
と
思
う
。



(39) 

北
京
孔
廟
の
意
味
づ
け
を
考
え
る
に
当
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
歴
史
的
経
緯
よ
り
す
る
と
、
明
の
嘉
靖
九
年
、
そ
の
形
が
備
わ
り
、
永

(40) 

楽
二
年
(
-
四

0
四
）
に
至
っ
て
大
い
に
整
っ
た
の
で
あ
る
が
、
左
に
孔
子
廟
、
右
に
学
校
で
、
国
子
監
と
は
前
院
の
持
敬
門
に
よ
っ
て

(41) 

通
じ
て
い
る
様
に
両
者
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(42) 

元
代
の
国
子
監
の
大
き
さ
は
南
門
か
ら
痺
倫
堂
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
が
、
現
在
総
面
積
三
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
有
し
て
お
り
、
至

元
六
年
(
―
二
六
九
）
に
国
子
学
と
称
し
、
北
京
孔
廟
が
竣
工
し
た
大
徳
一

0
年
に
開
設
さ
れ
た
。
明
代
に
は
最
高
学
府
と
し
て
南
京
に

(43)

（

44) 

設
け
ら
れ
た
南
監
と
共
に
北
監
と
称
さ
れ
た
。
元
代
は
最
も
多
い
時
で
も
国
子
生
は
四
百
余
人
で
あ
っ
た
が
、
明
代
で
は
約
一
万
人
に
達

(45) 

し
、
元
、
明
、
清
三
代
を
通
じ
て
教
学
の
中
心
で
あ
っ
た
。

そ
の
構
成
は
北
京
孔
廟
と
ほ
ぼ
同
一
で
、
集
賢
門
か
ら
太
学
門
ま
で
の
前
院
、
太
学
門
か
ら
国
子
監
の
蔵
書
所
で
、
元
代
の
崇
文
閣
の

跡
地
に
明
の
永
楽
年
間
に
再
建
さ
れ
た
舜
倫
堂
ま
で
の
本
院
、
舜
倫
堂
か
ら
後
の
後
院
に
分
け
ら
れ
る
。

勿
論
そ
の
中
心
は
本
院
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
乾
隆
四
九
年
(
-
七
八
四
）
建
造
の
琉
璃
牌
坊
で
あ
る
。
南
面
に
乾
隆
帝
の

手
に
な
る
「
園
橋
教
澤
」
の
文
字
が
書
か
れ
、
そ
の
反
対
面
に
は
「
學
海
節
観
」
と
あ
り
、
教
育
の
重
視
が
示
さ
れ
て
い
る
。
初
代
監
主

は
許
衡
で
あ
っ
た
。
朱
子
学
は
元
の
前
の
金
王
朝
下
に
於
て
、
書
籍
が
金
国
内
に
伝
わ
り
、
科
挙
に
於
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
影
響

(46) 

は
強
か
っ
た
様
で
あ
る
。
そ
し
て
元
に
於
て
も
朱
子
学
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
許
衡
は
深
く
朱
子
学
を
受
け
入
れ
、
徹
底
し
た
朱
子
学
に
よ

る
教
育
が
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
清
代
以
来
、
大
規
模
な
祭
祀
活
動
が
仲
春
上
旬
の
丁
日
と
仲
秋
上
旬
の
丁
日
に
二
回
行
な
わ
れ
た
。
そ

(47) 

れ
が
所
謂
「
上
丁
祭
孔
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
皇
帝
が
し
ば
し
ば
来
廟
し
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

北
京
孔
廟
の
歴
史
及
び
意
味
づ
け

―
二
八



六
）
、
三
年
、
七
年
、

正
帝
は
五
回
で
、

そ
れ
は
薙
正
二
年
（
一
七
二
四
）
、
四
年
、
六
年
、
七
年
、

―
一
年
、
下
っ
て
嘉
慶
帝
は
六
回
で
嘉
慶
元
年
（
一
七
九

(50) 

一
六
年
、
二
二
年
、
二
五
年
で
あ
り
、
道
光
帝
は
道
光
三
年
(
-
八
二
三
）
、
九
年
の
二
回
で
あ
る
。

ま
た
康
煕
帝
の
「
萬
世
師
表
」
の
直
額
を
は
じ
め
と
し
て
「
生
民
未
有
」
（
薙
正
帝
）
、
「
典
天
地
参
」
（
乾
隆
帝
）
、
「
聖
集
大
成
」
（
嘉

慶
帝
）
、
「
聖
協
時
中
」
（
道
光
帝
）
、
「
徳
斉
鋳
載
」
（
咸
豊
帝
）
、
「
聖
神
天
縦
」
（
同
治
帝
）
、
「
斯
文
在
絃
」
（
光
緒
帝
）
、
宣
統
帝
の
「
中

(51) 

和
位
育
」
ま
で
た
て
続
け
に
九
枚
の
直
額
が
大
成
殿
に
挙
げ
ら
れ
た
。

更
に
清
朝
は
一
九

0
0年
（
光
緒
二
六
年
）

の
義
和
国
事
件
以
後
、
政
治
改
革
を
迫
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
尊
孔
」
が
国
家
の
大

(52) 

号
命
と
な
り
、
光
緒
一
二
二
年
(
-
九
〇
六
）
、
孔
子
祭
祀
は
従
来
の
中
祀
か
ら
大
祀
と
な
っ
た
。
従
っ
て
北
京
孔
廟
に
於
て
も
甚
だ
厳
粛

(53) 

か
つ
詳
密
に
な
り
、
迎
神
、
初
献
、
亜
献
、
終
献
、
撤
餓
、
送
神
か
ら
な
る
祭
礼
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
釈
莫
が
行
な
わ
れ
た
が
、

(54) 

孔
子
祭
祀
儀
礼
と
し
て
の
釈
莫
は
、
儒
教
の
宗
教
性
を
最
も
よ
く
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
っ
た

し
か
し
、
北
京
孔
廟
の
持
つ
最
大
の
意
味
は
前
院
に
進
士
題
名
碑
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

孔
子
廟
に
対
し
て
、
少
な
く
と
も
唐
代
に
は
一
種
の
尊
崇
の
念
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
我
が
国
の
遣
唐
使
が
皇
帝
に
謁
見
し
た
後
、

(55) 

孔
子
廟
に
詣
で
る
習
慣
が
あ
り
、
ま
た
科
挙
合
格
者
が
孔
子
廟
に
謁
し
、
孔
子
の
像
に
礼
拝
し
、
慈
恩
寺
の
大
雁
塔
の
石
の
壁
に
各
自
が

そ
れ
は
三
年
（
一
七
三
八
）
、
五
年
、
九
年
、

順
治
帝
は
九
年
(
-
六
五
二
）
、

(48) 

元
時
代
の
主
な
釈
莫
（
孔
子
崇
拝
儀
礼
）
は
わ
ず
か
に
四
回
で
あ
る
が
、
明
時
代
に
は
約
―
四
回
と
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。
基
本
的

に
は
元
、
明
時
代
に
は
各
皇
帝
が
来
廟
し
釈
莫
を
行
な
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
清
時
代
に
な
る
と
各
皇
帝
が
釈
莫
の
礼
を
行
な
っ
て

(49) 

お
り
、
そ
の
主
な
も
の
だ
け
で
も
、
清
時
代
は
実
に
二
六
回
に
及
ん
で
い
る
。

一
七
年
で
、
康
熙
帝
は
康
熙
八
年
（
一
六
六
九
）

―
二
九

の
一
回
で
あ
る
が
、
乾
隆
帝
は
一

0
回
に
及
び
、

一
八
年
、
ニ
―
年
、
三
四
年
、
四
八
年
、
五

0
年
、
五
五
年
、
六

0
年
で
あ
る
。
次
の
碓



四
北
京
孔
廟
と
東
ア
ジ
ア

一
三
〇

自
分
の
名
前
を
書
い
た
。
や
が
て
仲
間
う
ち
の
名
筆
家
を
選
ん
で
文
字
を
書
か
せ
る
様
に
な
り
、
更
に
後
人
が
消
え
な
い
様
に
繋
で
ほ
り

(56) 

込
ん
だ
。
そ
し
て
こ
れ
は
宋
代
に
も
引
き
継
が
れ
、
朱
子
は
紹
興
一
七
年
（
―
-
四
七
）
、
都
の
杭
州
で
科
挙
に
合
格
し
同
進
士
出
身
の

(57)

（

58) 

称
号
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
合
格
者
は
国
子
監
に
赴
き
、
題
名
石
を
礼
部
貢
院
に
立
て
て
い
る
。
元
代
以
降
、
北
京
孔
廟
を
は
じ
め
、

(59) 

孔
子
廟
に
そ
の
名
を
刻
す
る
様
に
な
っ
た
の
は
そ
の
影
響
で
あ
る
。

元
代
は
科
挙
廃
止
に
見
る
よ
う
に
一
般
的
に
は
儒
学
軽
視
の
時
代
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
は
そ
の
逆
で
、
政
治
的
に
も
科

挙
廃
止
に
伴
う
官
吏
登
用
に
中
国
人
と
蒙
古
人
と
の
間
に
確
執
が
存
在
す
る
一
面
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
仁
宗
の
延
祐
二
年
(
-
三
一
五
）

(60) 

科
挙
が
再
開
さ
れ
た
様
に
、
中
国
支
配
の
た
め
儒
教
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
儒
者
に
対
し
て
免
疫
の
特
権

を
与
え
、
儒
戸
の
子
弟
を
学
校
に
入
れ
、
儒
学
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
儒
戸
の
形
成
に
よ
る
儒
者
の
世
襲
、
知
識
階
級
の
育

(61) 

成
を
図
っ
た
。

元
代
の
廟
学
は
孔
子
廟
を
精
神
的
中
枢
と
し
た
教
育
施
設
で
唐
以
後
の
廟
学
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
、
最
も
伝
統
的
な
官
学
的
な
要

(62) 

素
が
強
く
、
北
京
孔
廟
内
の
進
士
題
名
碑
は
元
の
皇
慶
二
年
(
-
三
―
―
―
-
）
に
は
じ
め
て
建
て
ら
れ
、
以
後
、
明
、
清
に
及
ぶ
ま
で
一
九

八
基
に
及
ん
で
い
る
。
明
初
南
京
国
子
監
に
進
士
名
碑
が
存
在
し
た
り
、
明
の
弘
治
一
六
年
(
-
五

0
三
）
の
「
状
元
記
碑
」
が
西
安
孔

子
廟
に
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
元
以
来
上
海
文
廟
内
の
尊
経
閣
横
の
進
士
碑
廊
に
壁
面
に
科
挙
合
格
者
の
名
を
記
す
こ
と
等
が
行
な

わ
れ
た
が
、
北
京
孔
廟
内
の
進
士
題
名
碑
は
中
国
最
大
の
も
の
で
あ
り
、
科
挙
と
の
結
び
つ
き
が
深
い
、
と
い
え
よ
う
。

孔
子
廟
は
中
国
で
発
祥
し
、
儒
教
と
共
に
広
く
東
ア
ジ
ア
地
域
に
広
が
り
、
儒
教
文
化
を
形
成
し
た
が
、
本
項
で
は
北
京
孔
廟
が
琉
球
、



南
学
を
建
て
て
、
国
子
監
生
の
宿
舎
と
し
、
そ
れ
は
清
代
末
ま
で
続
い
た
。

年
、
二
九
年
に
官
生
の
入
学
が
行
な
わ
れ
た
。

日
本
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
与
え
た
影
響
の
一
端
に
つ
い
て
論
述
し
た
い
。

北
京
孔
廟
を
論
じ
る
際
、
国
子
監
と
一
体
の
も
の
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
琉
球
に
与
え
た
影
響
と
い

う
意
味
で
は
、
国
子
監
内
の
敬
一
亭
の
西
側
に
琉
球
館
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

琉
球
は
明
代
以
降
二
年
一
貢
の
ペ
ー
ス
で
入
朝
し
、
そ
の
回
数
は
一
七
一
回
に
の
ぼ
り
、
二
位
の
安
南
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
）
に
比
べ
て
も

(63)

（

64) 

二
倍
に
近
い
数
字
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
清
朝
に
於
て
も
受
け
つ
が
れ
、
特
殊
な
状
況
が
発
生
し
な
い
限
り
維
持
さ
れ
た
。

琉
球
と
国
子
監
の
関
係
は
洪
武
二
五
年
(
-
三
九
二
）
に
中
山
王
察
度
が
国
子
監
に
入
学
さ
せ
る
た
め
王
子
日
孜
毎
、
闊
八
馬
ら
を
送

る
こ
と
を
請
願
し
、
洪
武
帝
が
許
可
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
以
後
こ
れ
が
定
例
と
な
っ
た
。
続
い
て
嘉
靖
五
年
(
-
五
二
六
）
、

清
朝
は
明
代
の
制
度
を
踏
襲
し
、
康
熙
二
三
年
(
-
六
八
四
）
に
行
な
わ
れ
た
の
が
最
初
で
、
清
末
の
同
治
―
二
年
(
-
八
七
三
）
に

至
る
ま
で
、
九
回
に
わ
た
っ
て
四
九
人
の
琉
球
官
生
が
入
学
し
た
。
清
朝
政
府
は
厚
遇
し
、
薙
正
年
間
（
一
七
二
三

S
三
五
）
に
新
た
に

琉
球
官
生
の
主
要
な
課
程
は
儒
家
の
教
典
で
あ
り
、
啓
蒙
の
た
め
ま
ず
『
小
学
』
を
学
び
、
そ
の
後
四
書
を
基
礎
と
し
て
学
ん
だ
様
に
、

朱
子
学
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
毎
月
の
一
日
と
一
五
日
に
は
服
装
を
正
し
、
他
の
貢
生
に
随
っ
て
孔
子
廟
に
行
き
、

(65) 

三
脆
九
叩
の
礼
を
行
な
っ
た
。

第
二
尚
氏
王
朝
の
尚
温
四
年
(
-
七
九
八
年

彼
ら
は
帰
国
後
、
儒
教
教
育
の
普
及
に
貢
献
し
た
。
康
熙
一
三
年
(
-
六
七
四
）
那
覇
に
孔
子
廟
が
建
立
さ
れ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、

(66) 

寛
政
一

0
年
）
に
首
里
に
学
校
（
後
に
国
学
と
改
称
）
を
設
け
た
。
国
学
の
学
習
内
容
は

北
京
国
子
監
と
同
様
朱
子
学
一
辺
倒
で
あ
り
、
朱
子
の
「
白
鹿
洞
教
条
」
や
「
程
董
二
先
生
学
則
」
等
を
掲
げ
た
。
ま
た
釈
莫
も
日
本
の

~ 

一
七



多久聖廟図

『重要文化財 多久聖廟保存修理工事報告書』

（多久市 1991年）より

~ 

(67)

（

68) 

各
藩
に
比
べ
て
最
も
威
儀
盛
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
国
子
監
に
於
て
琉
球
ば
か
り
で
な
く
日
本
・
逼
羅
（
タ
イ
）
等
の
留
学
生
も
学
ん
だ
。

北
京
孔
廟
は
明
清
時
代
の
孔
子
廟
建
築
様
式
を
代
表
し
て
お
り
、
日
本
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
佐
賀
県
・
多
久
聖
廟
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
多
久
聖
廟
は
我
が
国
三
大
孔
子
廟
の
一
っ
で
、
宝
永
五
年
(
-
七

0
八
）
、
多
久
茂
文
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
が
、
大
成
殿
の
構

成
が
北
京
孔
廟
と
極
め
て
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
次
図
は
多
久
聖
廟
図
で
あ
る
が
、
同
形
式
の
中
庭
に
屋
蓋
を
架
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
聖
廟
の
北
部
突
出
部
は
大
成
殿
に
あ
た
り
、

そ
の
前
は
月
台
（
露
台
）
に
あ
た
る
張
り
出
し
部
を
つ
く
り
、

そ
の
左
右
に
四
哲

（
四
配
）
を
祀
っ
た
。
所
謂
先
賢
、
先
儒
の
従
祀
は
な
い
が
、
東
西
の
も
こ
し
突
出
部
が
両
蕪
に
あ
た
る
。
そ
れ
に
接
し
て
神
厨
、
神
庫
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廟
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
た
め

フ
ェ
文

年
(
-
八

0
八
）
に
建
立
さ
れ

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
嘉
隆
七

孔
子
廟
を
建
立
す
る
必
要
に
迫

ハ
ノ
イ
文
廟
と
は
別
に
フ
エ
に

成
立
の
玩
王
朝
は
都
を
フ
エ
に

0
)
、
ハ
ノ
イ
に
於
て
で
あ
っ

朝
聖
宗
の
神
武
二
年

(
1
0七

た
。
そ
し
て
、

定
め
た
。
加
え
て
李
王
朝
と
異

な
り
儒
教
を
国
是
と
し
た
た
め
、

た
フ
ェ
文
廟
で
あ
る
。

>

一
九
世
紀
初
期

孔
子
廟
が
創
立
さ
れ
た
の
は
李

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
於
て
初
め
て

京
孔
廟
の
配
置
を
凝
縮
し
た
も

(69) 

の
と
思
わ
れ
る
。

が
離
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
北



(70) 

破
壊
さ
れ
た
が
、
そ
の
構
成
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
図
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
様
に
文
廟
門
か
ら
大
成
門
ま
で
が
北
京
孔
廟
の
前
院
に
、
大
成
門
か
ら
大
成
殿
ま
で
が
本
院
に
あ
た
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
大
成
殿
の
後
方
の
神
庫
と
厨
房
は
北
京
孔
廟
で
は
前
院
に
存
在
し
、
後
院
に
あ
た
る
部
分
が
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
後
院
は

元
代
、
北
京
孔
廟
創
建
時
に
は
存
在
せ
ず
、
明
代
の
増
建
に
よ
る
こ
と
を
考
え
る
と
よ
り
創
建
時
の
形
を
止
め
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
何
よ
り
も
神
道
の
左
右
に
あ
る
三
二
基
の
石
碑
に
よ
っ
て
明
命
三
年
(
-
八
二
二
）
か
ら
成
泰
二
三
年
(
-
九
―
一
）
ま
で
の

科
挙
合
格
者
の
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

勿
論
、

一
三
四

フ
エ
で
は
三
九
回
科
挙
が
実
施
さ
れ
、
合
格
者
は
約
二
五

0
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
か
る
。

ハ
ノ
イ
文
廟
に
於
て
も
科
挙
合
格
へ
の
奮
起
を
促
す
た
め
に
合
格
者
名
を
記
し
た
石
碑
を
建
立
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ハ
ノ
イ

に
於
て
太
宝
三
年
(
-
四
四
二
）
か
ら
泰
徳
二
年
(
-
七
七
九
）
ま
で
に
、
合
計
―
―
七
回
の
科
挙
が
行
な
わ
れ
、
合
格
者
約
一
三

0
0

名
の
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ェ
文
廟
の
科
挙
合
格
者
碑
文
を
ハ
ノ
イ
文
廟
の
流
れ
の
中
に
あ
る
、
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き

る
が
、
既
述
の
様
に
当
時
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
琉
球
に
次
ぐ
中
国
へ
の
朝
貢
国
で
あ
り
、
ま
た
孔
子
廟
の
構
造
も
い
の
前
に
文
廟
、
後
に
学
校

(71) 

の
形
を
取
っ
た
ハ
ノ
イ
文
廟
と
異
に
し
、
い
の
右
廟
左
学
の
構
成
を
取
り
、
北
京
孔
廟
の
構
成
に
近
く
孔
子
廟
建
立
時
か
ら
科
挙
を
実
施

(72) 

し
、
科
挙
合
格
者
の
氏
名
を
刻
ん
だ
石
碑
を
建
立
し
た
こ
と
等
北
京
孔
廟
の
性
格
（
後
述
）
と
共
通
す
る
要
素
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き

民
国
に
入
っ
て
か
ら
の
北
京
孔
廟
の
あ
り
方
は
清
朝
ま
で
の
そ
れ
に
加
え
て
、
孔
子
の
教
え
を
中
心
と
し
た
儒
教
（
孔
子
教
）
の
持
つ

る。

五

結

語



(73) 

そ
れ
は
民
国
初
期
孔
教
反
対
運
動
が
お
こ
り
、
孔
子
廟
は
四
川
省
、
江
蘇
省
や
上
海
等
に
於
て
打
毀
の
危
機
や
荒
廃
に
さ
ら
さ
れ
た
が
‘

中
国
人
が
諸
外
国
と
の
政
治
的
な
要
因
の
た
め
と
は
い
え
、
他
の
文
化
現
象
か
ら
戟
別
さ
れ
た
独
自
の
領
域
と
し
て
宗
教
を
意
識
す
る
様

(74) 

に
な
っ
た
の
は
清
末
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
康
有
為
は
先
進
諸
外
国
と
肩
を
な
ら
べ
る
た
め
、
儒
教
を
宗
教
と
解
し
、
孔
子
廟
、
祀
孔
等
に
そ
の
役
割
を
に
な
わ
せ
よ
う
と

(75) 

し
た
。
従
っ
て
康
有
為
の
弟
子
の
陳
煩
章
が
民
国
元
年
(
-
九
―
二
）

国
子
監
で
秋
丁
祀
孔
祭
を
挙
行
し
た
の
は
一
連
の
動
き
で
あ
っ
た
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
祭
者
の
内
に
は
哀
世
凱
特
派
の
衆
議

院
議
長
で
あ
っ
た
梁
士
飴
が
含
ま
れ
て
お
り
、
参
加
者
数
千
人
と
い
う
盛
会
で
あ
っ
た
。
孔
教
会
が
第
一
目
標
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、
孔

(76)

（

77) 

教
を
国
教
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
孔
教
の
宗
教
性
を
含
む
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
た
。

(78) 

そ
の
後
、
民
国
一
―
一
年
九
月
二
八
日
の
上
丁
の
日
に
哀
世
凱
が
北
京
孔
廟
で
釈
莫
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
哀
の
皇
帝
就
任
へ
の
布
石
で
あ

(79) 

っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
一
旦
は
帝
位
に
つ
い
た
も
の
の
三
ヵ
月
足
ら
ず
で
挫
折
し
た
が
、
民
国
六
年
(
-
九
一
七
）
に
黎
元
洪
大

あ
ま
ね

(80)

総
統
が
『
易
経
』
と
『
礼
記
』
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
道
は
大
道
に
治
し
（
道
治
大
道
）
」
と
い
う
直
額
を
大
成
殿
に
挙
げ
た
。
更

に
民
国
八
年
に
李
堺
が
孔
子
廟
に
従
祀
さ
れ
た
。
そ
し
て
公
的
な
祭
祀
と
し
て
中
華
人
民
共
和
国
成
立
直
前
の
一
九
四
八
年
旧
暦
八
月
二

七
日
、
北
京
市
局
に
よ
っ
て
盛
大
な
孔
子
崇
拝
儀
礼
（
釈
莫
）
が
行
な
わ
れ
、
更
に
二

0
0二
年
九
月
の
孔
子
生
誕
二
五
五
三
年
に
行
な

(81) 

わ
れ
た
孔
子
祭
典
に
於
て
楽
生
四
五
人
、
舞
生
三
六
人
で
六
俯
の
舞
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
様
に
北
京
孔
廟
は
元
、
明
、
清
の
皇
帝
祭
祀
場
所
で
あ
り
、
明
の
永
楽
元
年
（
一
四

0
三
）
に
は
北
京
孔
廟
が
国
子
監
孔
子
廟
と

(82) 

改
称
さ
れ
、
乾
隆
二
年
(
-
七
三
七
）
に
は
黄
色
の
琉
瓦
に
ふ
き
か
え
ら
れ
た
。
ま
た
民
国
に
入
っ
て
も
国
家
祭
祀
と
し
て
の
色
彩
が
強

性
格
と
大
き
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。

一
三
五

1
0月
、
上
海
山
東
会
館
で
孔
教
会
を
創
立
し
、
翌
年
九
月
北
京



な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

く
、
こ
の
点
に
曲
阜
孔
子
廟
と
異
な
っ
た
北
京
孔
廟
の
性
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
曲
阜
孔
子
廟
は
①
孔
子
家
の
家
廟
と
し
て
設
け
ら
れ
た
が
、
漢
以
降
②
家
廟
の
要
素
を
残
し
な
が
ら
も
国
家
的
な
性
格
が

(83)

（

84) 

強
く
な
っ
た
孔
子
廟
と
考
え
ら
れ
、
中
世
ま
で
は
他
の
孔
子
廟
の
基
準
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
北
京
孔
廟
は
創
設
時
よ
り
国
家
に
よ
っ

(85) 

て
行
な
わ
れ
た
科
挙
、
特
に
皇
帝
の
祭
祀
場
所
と
い
う
性
格
が
強
い
、
と
い
え
よ
う
。

(86) 

従
っ
て
北
京
孔
廟
は
そ
れ
ま
で
の
曲
阜
孔
子
廟
を
範
と
し
た
孔
子
廟
と
そ
の
構
造
を
異
に
す
る
の
は
当
然
の
結
果
で
、
曲
阜
孔
子
廟
の

第
六
院
落
の
奎
文
門
を
先
師
門
と
し
、
第
六
院
落
を
前
院
に
、
第
七
院
落
の
中
央
部
を
本
院
に
、
第
八
院
落
の
東
側
を
後
院
と
し
た
構
成

つ
ま
り
、
後
院
が
①
の
孔
子
家
の
家
廟
と
し
て
の
性
格
を
残
し
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
は
明
代
創
建
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
北
京
孔
廟
は
孔
子
廟
の
公
的
な
空
間
と
し
て
の
場
所
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
そ
の
創
設
を

(87)

（

88) 

唐
の
貞
観
年
間
（
六
二
七

S
四
九
）
の
初
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
長
安
孔
子
廟
が
中
世
的
な
孔
子
廟
と
す
る
な
ら
ば
上
海

(89) 

文
廟
は
近
世
的
な
孔
子
廟
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
及
び
孔
廟
形
式
の
り
の
右
廟
左
学
、
ま
た
橿
星
門
、
大
成
門
、
大
成
殿
、
崇

(90) 

聖
祠
と
い
う
構
造
を
考
え
る
と
、
北
京
孔
廟
は
中
国
の
近
世
孔
子
廟
を
代
表
し
、
東
ア
ジ
ア
の
孔
子
廟
に
も
影
響
を
与
え
、
か
つ
曲
阜
孔

以
上
、
北
京
孔
廟
を
中
心
と
し
て
、
孔
子
廟
研
究
に
於
け
る
意
味
づ
け
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
孔
子
廟
と
釈
莫
、
科
挙
等
の
関
係

に
つ
い
て
論
述
す
る
こ
と
は
、
学
説
史
を
中
心
と
し
た
儒
教
研
究
と
違
っ
て
、
儒
教
と
は
何
か
、
儒
教
が
ど
の
様
な
あ
り
方
を
し
た
の
か
、

特
に
儒
教
と
そ
の
社
会
の
持
つ
特
質
と
教
育
の
あ
り
方
、
釈
莫
を
通
し
て
の
儒
教
儀
礼
の
持
つ
意
味
の
解
明
に
な
る
、
と
思
わ
れ
る
。
従

来
、
こ
う
し
た
問
題
を
北
京
孔
廟
を
通
し
て
の
解
明
が
行
な
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
様
に
思
う
の
で
、
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は

子
廟
と
並
ん
で
孔
廟
文
化
を
担
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

に
な
っ
て
い
る
。

一
三
六



注

(
1
)

儒
学
と
は
儒
教
に
つ
い
て
は
論
議
が
あ
る
が
、
本
稿
に
於
て
は
所
謂
孔
子
を
中
心
と
し
た
教
学
が
ど
の
様
な
あ
り
方
を
し
た
の
か
、
と
い

う
問
題
を
孔
子
廟
を
通
し
て
論
述
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
儒
学
と
異
な
る
、
と
い
う
意
味
で
儒
教
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意

味
で
、
加
地
伸
行
著
『
沈
黙
の
宗
教

l
儒
教
』
（
筑
摩
書
房
一
九
九
四
年
）
は
好
著
で
あ
る
。

(
2
)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
君
塚
大
学
「
儒
教
文
化
の
概
念
規
定
_
ー
＇
社
会
学
か
ら
の
試
み
」
（
『
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
六

号
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。

(
3
)

範
小
平
著
『
中
国
孔
廟
』
（
四
川
文
芸
出
版
社
二

0
0
四
年
）
二

0
五
ペ
ー
ジ

(
4
)

李
剣
波
楊
韻
蓉
編
集
『
中
国
孔
廟
保
護
協
会
論
文
集
』
（
新
華
書
店
二

0
0
四
年
）
張
柏
序
言

(
5
)

張
樹
賢
篇
輯
『
北
京
孔
廟
』
（
首
都
博
物
館
二

0
0
一
年
）
八
ペ
ー
ジ

(
6
)

中
野
江
漢
「
孔
子
廟
」
（
氏
著
『
北
京
繁
昌
記
』
〔
東
方
書
店
一
九
九
三
年
〕
）
、
但
し
、
初
版
は
醒
中
印
刷
社
一
九
二
二
年
）

(
7
)

花
岡
伸
之
作
著
『
北
京
栗
観
』
（
市
山
重
作
発
行
一
九
〇
七
年
）
、
宇
野
哲
人
著
『
支
那
文
明
記
』
（
大
同
館
一
九
―
二
年
）
、
村
上
知

行
著
『
北
京
（
名
勝
と
風
俗
）
』
（
東
亜
公
司
一
九
三
四
年
）
等

(
8
)

元
上
海
嘉
定
博
物
館
副
研
究
員
劉
楚
匿
氏
の
ご
教
授
に
よ
る
。

(
9
)

崇
聖
祠
、
大
部
分
の
碑
亭
は
未
開
放
で
あ
っ
た
（
詳
細
は
注
(21)
・
(25)
）

(10)

北
京
孔
廟
の
構
成
に
つ
い
て
は
『
欽
定
国
子
監
志
』
巻
一
廟
志
、
『
欽
定
日
下
旧
聞
考
』
巻
六
六
、
六
七
官
署
国
子
監
斉
心
編

『
北
京
孔
廟
』
（
文
物
出
版
社
一
九
八
三
年
）
参
照

(11)

佐
田
弘
治
郎
編
輯
発
行
『
清
南
旧
蹟
志
』
（
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
一
九
二
七
年
）
八
―
ペ
ー
ジ

(12)

孔
祥
林
著
秦
春
芳
訳
『
中
国
、
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
、
日
本
の
孔
子
廟
制
度
の
比
較
』
（
論
語
普
及
会
二

0
0五
年
）
六
ペ
ー
ジ
、
及

び
注
(
3
)
―
二
八
ペ
ー
ジ

(13)

麿
躍
華
金
油
謀
編
著
『
北
京
国
子
監
』
（
首
都
博
物
館
二

0
0四
年
）
―
―
―
九
ペ
ー
ジ

(14)

中
野
江
漢
「
孔
子
廟
の
名
称
と
起
源
」
（
「
北
京
週
報
」
大
正
一
三
年
〔
一
九
二
四
〕
四
月
―
二
日
号
）

(15)

注
(10)
『
欽
定
国
子
監
志
』
巻
二
八
、
「
大
徳
六
年
、
文
宣
王
廟
を
京
師
に
建
つ
」
、
「
（
大
徳
）
十
年
、
廟
成
る
」
と
あ
り
、
ま
た
延
愛
等

纂
『
北
京
市
志
稿
（
文
教
志
上
）
』
（
北
京
燕
山
出
版
社
一
九
九
八
年
）
に
も
「
（
大
徳
）
六
年
六
月
甲
子
、
文
宣
王
廟
を
京
師
に
建
つ
」
、

ニ
ニ
七



古
金
襴
』
（
春
秋
社

一
九
八
九
年
）

一
九
八
九
年
）
で

一
九
三
九
年
）

一
六
三
ペ

1
0四
ペ
ー

「
（
大
徳
）
十
年
秋
八
月
丁
巳
、
京
師
文
宣
王
廟
成
る
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、
大
徳
六
年
は
ハ
ラ
ハ
ス
ン
の
建
議
に
よ
っ
て
北
京
孔
廟
の
建

設
が
決
定
し
、
十
年
竣
工
と
解
す
る
の
が
良
い
、
と
考
え
ら
れ
る
（
賂
承
烈
著
『
歴
代
帝
王
与
孔
子
』
〔
山
東
友
誼
出
版
社
一
九
九
九
年
〕

七
七
ペ
ー
ジ
）
。

尚
、
注
(
3
)
の
範
小
平
氏
も
同
一
で
あ
る
が
（
四
―
ペ
ー
ジ
、
及
び
六
ニ
ペ
ー
ジ
）
、
中
野
江
漢
氏
は
前
掲
書
に
於
て
、
現
在
の
北
京
孔
廟

は
至
元
一

0
年
(
―
二
七
五
）
建
立
と
考
察
し
て
い
る
(
-
三
一
ペ
ー
ジ
）
。

(16)

注
(
7
)
村
上
知
行
著
書
一
七
八
ペ
ー
ジ
、
及
び
林
富
喜
子
著
『
北
京
の
思
い
出

(17)

注
(
3
)
四
四
ペ
ー
ジ

(
1
8
)孔
徳
患
口
述
何
蘭
筆
記
相
川
勝
衛
訳
『
孔
家
秘
話
—
ー
—
孔
子
七
十
七
代
の
子
孫
が
語
る
ー
ー
＇
』
（
大
修
館
書
店

は
院
落
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
（
二
八
―
ペ
ー
ジ
）
。

(19)

中
野
氏
は
注
(
6
)
前
掲
書
に
於
て
、
囚
廓
外
⑲
前
廓
c
後
廓
と
し
、
⑭
が
前
院
、

C
が
本
院
に
あ
た
る
た
め
、
c
に
啓
聖
祠
が

含
ま
れ
て
い
ず
、
筆
者
と
意
見
を
異
に
す
る
。
尚
、
曲
阜
孔
子
廟
は
九
院
落
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
北
京
孔
廟
の
院
落
と
は
異
な
る
。

（
付
図
曲
阜
孔
子
廟
図
参
照
）

(
2
0
)高
明
士
「
治
統
廟
制
と
道
統
廟
制
と
の
消
長
ー
—
ー
秦
漢
よ
り
隋
唐
ま
で
の
考
察
を
中
心
と
し
て
—
|
§
」
（
西
嶋
博
士
追
悼
論
文
集
『
東
ア

ジ
ア
史
の
展
開
と
日
本
』
同
編
集
委
員
会
編
山
川
出
版
社
二

0
0
0
年）

(21)

碑
亭
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
孔
廟
和
国
学
管
理
処
社
教
部
副
主
任
董
艶
梅
氏
の
ご
教
授
に
よ
る
。

(22)

石
鼓
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
(10)
『
欽
定
日
下
旧
聞
考
』
巻
六
八

S
巻
七

0

参
照

尚
、
石
鼓
文
の
研
究
に
つ
い
て
は
小
南
一
郎
「
石
鼓
文
製
作
の
時
代
的
背
最
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
六
巻
第
一
号
一
九
九
七
年
）
参
照
。

(23)

下
中
邦
彦
編
集
『
書
道
全
集
第
一
巻
』
（
平
凡
社
一
九
六
五
年
）
四
四

S
四
五
ペ
ー
ジ

(24)

何
平
著
『
中
国
碑
林
紀
行
』
（
二
玄
社
一
九
九
九
年
）
一
四
八

S
一
四
九
ペ
ー
ジ

(25)

二
0
0六
年
は
工
事
中
の
た
め
調
査
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
も
う
―
つ
の
理
由
と
し
て
未
解
放
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二

0
0
二
年
の

調
査
時
に
於
て
は
本
院
の
碑
亭
十
一
の
内
、
九
亭
が
未
解
放
で
あ
っ
た
。

(26)

首
都
博
物
館
中
国
教
育
図
書
進
出
口
公
司
編
著
『
孔
子
|
|
約
本
盛
孔
子
誕
辰
二
五
四

0
周
年
』
（
同
公
司

一
三
八



(
2
7
)浅
野
裕
一
著
『
孔
子
神
話1

示
教
と
し
て
の
儒
教
の
形
成
'
~
』
(
岩
波
書
店
一
九
九
七
年
）
二
五
六S
二
六
四
ペ
ー
ジ

(28)

坂
出
祥
伸
「
「
気
」
の
道
教
神
像
の
形
成
」
（
『
文
芸
論
叢
』
四
二
号
一
九
九
四
年
）

(
2
9
)小
島
毅
「
儒
教
の
偶
像
観
|
ー
喜
祭
礼
を
め
ぐ
る
言
説
ー
」
（
『
中
国
ー
~
社
会
と
文
化
』
第
七
号
一
九
九
二
年
）

(30)

注
(27)
二
六
三
ペ
ー
ジ

(31)

魯
迅
が
民
国
時
代
、
県
毎
に
孔
子
廟
が
あ
っ
た
が
孔
子
像
が
な
か
っ
た
実
状
を
語
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
民
国
中
頃
ま
で
は
基
本
的
に

は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
（
魯
迅
「
現
代
支
那
に
お
け
る
孔
子
様
」
〔
『
改
造
』
第
一
七
巻
六
号
一
九
三
四
年
〕
）
。

(32)

佐
藤
廣
治
「
釈
莫
に
就
い
て
（
下
）
」
（
『
芸
文
』
第
一
三
年
第
一
―
号
一
九
二
二
年
）
及
び
南
京
工
学
院
建
築
系
・
曲
阜
文
物
管
理
委

員
会
合
著
『
曲
阜
孔
廟
建
築
』
（
中
国
建
築
工
業
出
版
社
一
九
八
七
年
）
五
四
ペ
ー
ジ

(33)

曲
英
木
涵
著
『
孔
廟
史
話
』
（
国
家
出
版
社
二

0
0
四
年
）
一

0
五
ペ
ー
ジ

(34)

注
(
7
)
宇
野
哲
人
著
書
六
六
ペ
ー
ジ

(35)

清
時
代
の
従
祀
者
に
つ
い
て
は
、
注
(10)
『
欽
定
国
子
監
志
』
巻
四
、
ま
た
民
国
初
期
の
様
子
は
、
注
(
6
)
参
照

(36)

注
(26)
一
九
六
ペ
ー
ジ

(37)

洪
欣
責
任
編
輯
『
首
都
博
物
館
』
（
北
京
燕
山
出
版
社
一
九
八
七
年
）
三
ペ
ー
ジ

(38)

二
0
0二
年
の
調
査
時
は
未
解
放
の
た
め
、
ま
た
二

0
0六
年
の
時
は
工
事
中
で
あ
っ
た
た
め
、
調
査
不
可
能
で
あ
っ
た
が
二

0
0六
年

の
時
に
於
て
も
全
く
従
祀
は
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
董
艶
梅
氏
の
ご
教
授
に
よ
る
）
。
本
文
は
注

(
6
)
と
董
艶
梅
氏
の
ご

教
授
に
よ
っ
て
記
述
。

(39)

注
(15)
『
北
京
市
志
稿
（
文
教
志
上
）
』
―
二
八
ペ
ー
ジ

(40)

同

右

―

四

0
ペ
ー
ジ

(41)

注
(
3
)
六
五
ペ
ー
ジ

(42)

注
(33)
1
0五
ペ
ー
ジ

(43)

南
北
両
監
の
他
に
洪
武
三
年
（
一
＿
―
-
七

0
)
に
中
都
（
安
徽
省
鳳
陽
府
）
に
中
都
国
子
監
が
中
都
国
子
学
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
一
五
年

に
中
都
国
子
監
と
改
め
ら
れ
、
二
六
年
に
至
っ
て
廃
止
さ
れ
、
そ
の
師
生
は
京
師
（
南
京
）
の
国
子
監
に
併
入
さ
れ
た
（
谷
光
隆
「
明
代
監

ー
ジ

一
三
九



三
聯
書
店

下
巻
』
〔
朝
日
新
聞
社

生
の
研
究
日
—
|
＇
仕
官
の
一
方
途
に
つ
い
て
ー
ー
ー
」
〔
『
史
学
雑
誌
』
第
七
三
編
第
四
号

こ°

(44)

注
(33)
1
0六
ペ
ー
ジ

(45)

林
田
慎
之
助
著
『
北
京
物
語
』
（
集
英
社
一
九
八
七
年
）
一
四
―
ペ
ー
ジ

(46)

田
浩
「
金
代
的
儒
教
_
ー
ー
道
学
在
北
部
中
国
的
印
述
」
（
『
中
国
哲
学
』
第
一
四
輯

に
於
け
る
道
学
の
展
開
」
（
『
東
洋
文
化
』
三

0
九
号
一
九
九
五
年
）

(47)

注
(26)
一
八
〇
ペ
ー
ジ

(48)

注
(15)
『
欽
定
国
子
監
志
』
及
び
『
北
京
市
志
稿
（
文
教
志
上
）
』
に
よ
る
。

(49)

元
北
京
孔
廟
文
物
管
理
処
・
外
室
部
主
任
副
研
究
員
哀
世
貴
氏
の
ご
教
授
に
よ
る
。

(50)

董
艶
梅
氏
注
(21)
の
ご
教
授
と
文
献
確
認
に
よ
る
。
尚
、
咸
豊
帝
、
光
緒
帝
は
孔
子
を
祭
る
礼
を
行
な
っ
た
の
に
止
っ
て
い
る
（
注
(15)

『
北
京
市
志
（
文
教
志
上
）
』
）
。

(51)

注
(
3
)
五
ニ
ペ
ー
ジ
、
及
び
一
四

0
ペ
ー
ジ

(52)

森
紀
子
著
『
転
換
期
に
お
け
る
中
国
儒
教
運
動
』
（
京
都
大
学
出
版
会
二

0
0五
年
）
一
八
三
ペ
ー
ジ

(53)

清
代
の
釈
莫
に
つ
い
て
は
中
野
江
漢
著
『
釈
莫
』
（
東
亜
研
究
会
一
九
三
五
年
）
二
九

s-―
―
ニ
ペ
ー
ジ
参
照

(
5
4
)拙
稿
「
孔
子
廟
と
釈
莫
に
つ
い
て
_
—
儒
教
の
宗
教
性
に
つ
い
て
の
一
考
察l

」
(
『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
一
六
号

五
五
年
）
参
照

(55)

王
勇
著
『
唐
か
ら
み
た
遣
唐
使
』
（
講
談
社
一
九
九
八
年
）
二

0
八
S
二
0
九
ペ
ー
ジ

(
5
6
)宮
崎
市
定
著
『
科
挙
ー
~
中
国
の
試
験
地
獄
』
（
中
央
公
論
社
一
九
六
三
年
）
一
四
七
ペ
ー
ジ

(57)

平
田
茂
樹
著
『
科
挙
と
官
僚
制
』
（
山
川
出
版
社
一
九
九
七
年
）
三
二
＼
三
九
ペ
ー
ジ

(58)

何
力
著
『
北
京
的
教
育
与
科
挙
』
（
北
京
出
版
社
二

0
0
0年
）
六

0
ペ
ー
ジ

(59)

注
(56)

(60)

宮
崎
市
定
「
元
朝
治
下
の
蒙
古
的
官
僚
を
め
ぐ
る
蒙
漢
関
係
」
（
『
宮
崎
市
定
ア
ジ
ア
史
論
考

(61)

大
島
立
子
著
『
モ
ン
ゴ
ル
の
征
服
王
朝
』
（
大
東
出
版
社
一
九
九
二
年
）
ニ
―
五
ペ
ー
ジ

一
九
七
六
年
〕
） 一

九

一
九
八
八
）
、
及
び
若
松
信
爾
「
金
代

一
九
六
四
年
〕
）
。
従
っ
て
明
初
に
は
三
監
が
存
在
し

―
四
〇



第
一
巻
』

岩
波
書
店

―
四

一
九
六
八
年
）
〔
但
し
、
氏
は
儒
教
を
宗
教
と
し
て
扱
う

一
九
七
九
年
）

(
6
2
)牧
野
修
二
「
元
代
の
儒
教
教
育
—
—
教
育
課
程
を
中
心
に
し
て
—
|
'
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
三
七
巻
第
四
号

(63)

高
良
倉
吉
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
琉
球
王
国
』
（
吉
川
弘
文
堂
一
九
九
九
年
）
六

0
ペ
ー
ジ

(64)

そ
の
様
子
は
愈
玉
儲
孫
薇
訳
「
清
代
に
お
け
る
中
国
と
琉
球
の
貿
易
に
つ
い
て
の
試
論
」
（
『
第
一
回
琉
球
・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』
一
九
九
三
年
）
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

(65)

秦
国
経
孫
薇
訳
「
清
代
国
子
監
の
琉
球
官
学
に
つ
い
て
」
（
所
載
は
注
(64)
）

(66)

琉
球
に
お
け
る
孔
子
祭
祀
及
び
学
校
に
つ
い
て
は
糸
数
兼
治
「
琉
球
に
お
け
る
孔
子
祭
祀
の
受
容
と
学
校
」
（
『
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
研

究
報
告
』
第
一
〇
六
集
二

0
01
―
一
年
）
参
照

(67)

梅
根
悟
監
修
世
界
教
育
史
研
究
会
編
『
世
界
教
育
史
大
系
3

日
本
教
育
史
皿
』
（
講
談
社
一
九
七
六
年
）
所
載
「
特
殊
研
究

I

沖
縄
教
育
史
—
|
独
自
性
の
確
認
過
程
—
|
」
二
六
八
ペ
ー
ジ

(68)

林
友
春
著
『
近
世
中
国
教
育
史
研
究
』
（
国
土
社
一
九
五
八
年
）
―
ニ
ペ
ー
ジ

(69)

筆
者
の
現
地
調
査
（
二

0
0二
年
）
、
及
び
飯
田
須
賀
斯
「
江
戸
時
代
の
孔
子
廟
建
築
」
（
福
島
甲
子
三
編
『
近
世
日
本
の
儒
学
』
岩
波
書

店
一
九
三
九
年
）

(70)

図
は
筆
者
の
現
地
調
査
（
二

0
0
一
年
八
月
）
及
び
フ
ォ
ン
・
ツ
ア
ン
・
ア
ン
著
『
フ
エ
の
遺
跡
』
（
ツ
ア
ン
・
ホ
ア
社
二

0
0
0年）

―
四
五

S
一
四
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
に
し
て
、
孔
子
研
究
院
礼
祥
林
氏
の
ご
教
授
を
経
て
作
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
7
1
)注
(
1
2
)
一
七
ペ
ー
ジ
尚
、
ハ
ノ
イ
文
廟
図
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
文
廟
に
つ
い
て
ー
ー
—
ハ
ノ
イ
文
廟
と
フ
ェ
文
廟
を
通

し
て
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
儒
教
に
つ
い
て
の
素
描
ー
」
（
『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
二
五
号
二

0
0
四
年
）
参
照
。

(72)

北
京
孔
廟
と
科
挙
と
が
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
(58)
七
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

(73)

李
申
著
『
中
国
儒
教
史
下
巻
』
（
上
海
人
民
出
版
社
二

0
0
0年
）
一

0
五
五

s
1
0五
七
ペ
ー
ジ

(74)

小
林
壽
彦
「
「
孔
教
問
題
」
覚
え
書
き
」
（
山
本
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
編
纂
委
員
会
編
『
山
本
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
山

川
出
版
社
一
九
七
二
年
）
及
び
張
衛
波
著
『
民
国
初
期
尊
孔
思
潮
研
究
』
（
人
民
出
版
社
二

0
0六
年
）
一
七

0
ペ
ー
ジ

(75)

竹
内
弘
行
著
『
中
国
の
儒
教
的
近
代
化
論
』
（
研
文
出
版
一
九
九
五
年
）
第
四
章
康
有
為
の
孔
子
教
参
照

(76)

注
(52)
一
八
四

S
一
八
五
ペ
ー
ジ

(77)

桑
原
随
蔵
「
支
那
の
国
教
問
題
」
（
『
桑
原
隙
蔵
全
集



貞
「
西
安
文
廟
及
び
碑
林
」
（
氏
著
『
支
那
の
建
築
と
藝
術
』
〔
岩
波
書
店

一
九
九
一
年
〕
）

こ
と
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
〕
、
及
び
注
(52)
一
八
六
ペ
ー
ジ

(78)

民
国
時
代
の
釈
莫
に
つ
い
て
は
、
注
(53)
三
六

S
四
―
ペ
ー
ジ

(79)

李
宗
一
著
『
哀
世
凱
伝
』
（
中
華
書
局
一
九
八

0
年
）
二
九
五
ペ
ー
ジ
、
及
び
J

・
チ
ェ
ン
著

（
岩
波
書
店
一
九
八

0
年
）
二
三

0
ペ
ー
ジ

(80)

注
(
3
)
六
八
ペ
ー
ジ
、
及
び
―
四
一
ペ
ー
ジ

(81)

注
(
3
)
六
八
ペ
ー
ジ
、
及
び
一
六
七
ペ
ー
ジ

(82)

注
(15)
『
北
京
市
志
稿
（
文
教
志
上
）
』
九
〇
ペ
ー
ジ

(83)

黄
進
興
著
『
優
入
聖
域
ぶ
憚
力
、
信
仰
典
正
常
性
』
（
允
晨
文
化
実
業
股
有
限
公
司
中
華
民
国
八
三
年
〔
一
九
九
四
〕
）

(84)

注
(
3
)
三
六
ペ
ー
ジ
、
及
び
三
八
ペ
ー
ジ

(85)

範
小
平
「
中
国
孔
廟
発
展
及
演
変
事
情
概
略
」
（
隙
濠
涛
主
編
『
孔
学
孔
廟
研
究
』
〔
巴
蜀
出
版

(86)

曲
阜
孔
子
廟
に
つ
い
て
は
末
尾
の
附
図
参
照

(87)

路
遠
「
西
安
孔
廟
歴
史
潮
源
」
（
所
載
は
注
(
4
)
）

尚
、
民
国
中
期
の
西
安
孔
子
廟
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
関
野

一
九
三
八
年
〕
）
参
照

(88)

注
(
3
)
三
八
ペ
ー
ジ

(89)

注
(
3
)
四
五
ペ
ー
ジ

(90)

清
末
（
同
治
元
年

第
一
巻
』
〔
ゆ
ま
た
書
房

一
七
ニ
ペ
ー
ジ

尚
、
上
海
文
廟
は
元
の
至
元
三
一
年
(
―
二
九
四
）
創
立
で
あ
る
。

一
八
六
二
）
の
上
海
文
廟
の
構
成
図
に
つ
い
て
は
、
日
比
野
輝
寛
著
『
放
眈
録
』
（
『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成

一
九
九
七
年
〕
）
九
八
＼
九
九
ペ
ー
ジ
参
照

守
川
正
道
訳
『
哀
世
凱
と
近
代
中
国
』

―
四
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（大修館書店 1989年）

相川勝衛訳『孔家秘話 孔子七十七代の子孫が語る 』

より。但し、筆者にて院落を加筆した上、一部修正。


